
第2章 スターリン時代におけるソビエト化と
一般国民の生活

l 

1920年代後半から 1950年代にかけては，ウズベキスタンをはじめとするIllソ

辿滸1J1の歴史においてもっとも矛盾が多い時期のてつである．――-）jで，給l芹

に述べたように，様々な政第が実行され，特に農業U、|・llと工業化がii・：日された．

農業セクターでは集団化と農場結成が行われると同時に，柏極的な1―"．業化が行

われた．いずれの過利も成功はそれに対する人々の姿勢や名え方にかかってお

り，これまでの家教・伝統的な社会で教育を受ける機会がなかった人々の教肯

や訓線も重視された．このような教育・訓紬は第三の政策，現地民化（コレニ

ザーツイヤ）を通して行われた．これらの三つの政策は1920年代から 1950年

代までの象徴的な政策であり，人々が生きた政治環培と経済状況，そのル活に

人きな影靭を及ぼした．

1. ウズベキスタンにおけるスターリン時代とは

1.1 政治環境

1確かに，ソビエト政権はウスベキスタンの現代化を逹成するために努力した．

ソヒエト政権による現代化は農業の集団化，工業化そしてコレニザーツイヤを

應味していた． しかし，その一方で，ソビエト政権は集団の利益を俊先して個

人の枠利を犠牲にすることも辞さなかった．こうした意味では，革命は多くの

人を自由にする連動ではなく，それまで存在した植民地支配を新しい共産主義

者による支配に変えただけという印象を与えてしまった．それが意識的に行わ

れた場合もあれば，無應識的に行われた時も多かった．

ソビエト政怖は自らがとった政策を人民による人民のためのものだと宣伝し，

その政策に反対する者は国民の意息に反対する者として批判した．それは反対
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派に「人民の敵J(vrag narnda) とし、う容疑をかける契炭となり，次第にスタ

ーリンのもとで行われた州iill:．につながっていった I).

1.2 スターリン像

ウズベキスタンにおけるスターリン闊代には複数の特徴がある．具休的には

lや．業化，これまでになかった経済成長，教育や科学・研究分野の発展と 刈切l::I

民のI!ilに広まった識字教行の徽底，そして第→＾次[It界）＜戦での勝利， ソ辿の Il••I

I際的な地位のi在立などが拳げられる．その山扱的な帖呆として， 附般Il •. I民の牛

、五りも少しずつではあるか向I・.した．

しかし， これらを迄成するために多くの過訊も起こり，）ゞきな4義4生が払われ

たことも1F)こである．その象徴的な巾例はスターリンの独裁政沿，反対派に対

する厳しいりiill.，間泣った民放政策に）！しづいた複数の民族の移イ［政策，過砂収で

lEll心の、1,ぷ向に反した集ltl化政策とその被＇，いなどがある :01.

これらの政第に1見lして議論は多く，いまだに人々の間では忍見が分かれる．以

もあるように，スターリンの政策で被古にあったクリミア・タター

ル人，ユダヤ人やソ連内に在仕していたドイツ人など，強訓的に移イ［させられ，

強闘労働を強いられた人々はスターリン時代について％然，批‘|'l」的である l).

それは民放政策のみならず，その政紋を始定し，実行した政権全休に対するが

を表すものである！）．

私はスターリンが鎌しヽだ．戦須を勝ち収った忍味では｛確かに｛介t)くな人物

]) ウズベキスタンにおけるこのような政策の影惚につしヽ ては， ShamsutdinovR.T.. Ozbellistonda 
sovetlaming qu/oqlashtil'.応hsiyosati va uning fozhia/i oqibatlari. Toshkenr : Sharq. 2001 : Shamsutdinov 

R.T.. Qishloq fozhiyasi: zhamoa!aslitirish, quloqlashtirish, su1gu11. Toshkent : Sharq. 2003 : Sham-

SlI l clinov lぐr.,K,1rimov N.F.. Yusupov E. Yu. Repressiia. Tashkent: Shark. 2005参照．
2) この時代の政第とロシアの般llcll心への影鴨につし＼ては SheibFirzp;itsick. Eve1yday Stalinism, Ordi-
nmy L1:（ein Extraordinary Times: Soviet l如 siain the 1930s. New York: Oxford University Press. 1999 

とSlicibFir;,;1x11rick. Stalins Peasa11ts: Nesistance and Sumivial in the Rus.,ian Village after Collectivizatio11, 

閾 wYork: Oxford University Press. 1994参照．
3) このII,『代の騒々 なl心肱の強制的移ti：なととその政始の，1'（皐IIIにつし、ては， 1`crryMarlin..”l‘hc Orl-
gi11s oC Soviet l五lrnicCle,msing’□ 1加］ounIal()fModenI Histmy, ＼＇ol. 70, No. 4 (l)cc.，l998)，8l3-8(il 
頁などかある．
1) 例えば，その政策と叫鮮系民放（こ1見lしては MichaelGelb... An Early Soviet Ethnic Dcporta-
tion: The Far-Eastern Koreans",}切ssian/,伽ieu)，Vol. 54. No, 3(J ul.，l 995)，389-4 l 2貞参照．
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タシケントの111心i.il；にあったスターリ

ンの，記念像．スターリンタじ亡の際には、

ll免き悲しむ人々の多くがここに比まっ

た．［スターリンの死亡を •I礼しも人々，

1953年，タシケント】

なのかもしれないが，だからとし‘つてべつの民族（クリミア・タタール人）

を粛‘りりする権利はない．

彼はわれわれタタール人をクリミアから追い出した．スターリンがいな

ければ戦/[1•に勝てなかったとよく言われているが，私は， もしドイツ人が戦

争に勝ってわれわれのII:Iを占伯してしヽたら，場介によっては今よりも／l・̂-、ti『は

よくなっていたかもしれないと息う時もある．

人， 女'『I・・・` ナマンガン）

一方で，その怠見に反論する人も少なくない．ある

i所（の亀裂を明確に表している．

No. 26, タタール

はそのような見

今になってスターリンをああだ，こうだと言う人は増えているが，スタ

ーリンは貧しい111を建て直した．私は彼を国のリーダーとして脈敬してい

る．彼を悪く言う人もいるがそういう人はろくに仕事もせず，何も辻成し

たことがないから文句ばかり言うのだ．（証言者No.1, ウスベク人，男‘「生，
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タシケント）

このように正訓からぶつかり合う怠見かある中で，多くはスターリン時代に

閃して，巾間的な姿勢をみせる．たとえこの間代に起きた弾圧や間迅った民放

政策に l¼J して批判」か多くても，その批判はスターリン 1(1 身というより彼の周り

にいた人物，例えはNKVD（内務省と秘密警察の機能を北ねる機1月）のトップ

だったベリアなどに向けられ，スターリンはむしろこれらの人物が犯した，具り

の被‘，い者であるという訟見もよ<|}｝lかれる．そのことからスターリンというリ

ーダーに対する般11:l民の姿勢は複雑であり， 1叶家政菜を批判してもスターリ

ン11,lil人の批判はあまりみられない．ソビエト政権はプロパガンダの 4隠として，

スターリンを「請民族の父」とするイメージを広げたせいか，スターリンが亡

くなってから長い年月が経った現在でも， 般^1叶民の間にそのイメージは定着：

しており，スターリンを将散する人は少なくない尺

中学I-tだった私にとって，スターリンの存在はとても大きかった．彼に

ついて今でも―一二つのことか言える．一つは自分に対しても他人に対しても非

‘常に厳しい人だったこと． もう—てつは，スターリンがいなければ戦争での勝

利はなかったということだ．彼が亡くなった時，やはり皆が泣いて彼の死を

怖＾．やんでいたのを覚えている．

ケント）

1.3 国家政策と国民の関係

No. 37, ウズベク人，女性， タシ

スターリンの戦争中の活躍や，スターリンのもとで構築された1玉l家，社会休

訓は，その時代を生きた人々の叫協に椋々な形で残った．そこには反休制に対

する弾圧，政治犯の11;り）Jllや民放政策への恐れもあることを忘れてはならない．

この時代に国家政策と 1叩I民が直i(iiしていた諜題は，ある程度合致していた．政

5) ウスベキスタン1叶内ではスターリンに関するIIt,，命調1tか行われてし、ないため， 一般11,l民の姿勢をh:.
的には叶りにくし、．スターリンの謹価に1見lして，ロシアの1仕論調ftによると， 5内lj以上の人がスター
リンを似j,；じ価すると衿えてしヽる．ウズベキスタンにおしヽて， スターリンの様々な政策に関して應↓しか

分かれても， ロシアと1iil1沿スターリンを1評価する人が多い．ロシアのIIt溢調介に1見lしては， Simon
Shuster. "Reh;1bilitaling Joseph Stalin". Time會 2009-｛じ12JJ 2211, (http: / /www.timc.com/rime/ 
worlcl1 anicle/0.8599.1949500.00.htn1I, ・I青恨取得II: 2010年3JJ 27 I―l) 参照．
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貫1f感0)，；jiしヽ労働者は．ILl民の代」、として様々な会設に参加した．
彼らは他の労働れの校範となる打として称えられていた．［コルホー

ズ農恥の農民会，：義の参1Jll行であるタフタヒビ・アマノワとタジホ

ン・アスカロワと他の参加者． 1937年， タシケン 1ヽ．ガゼエフ撤影l

府は，特に］930年代から［業化と経済セクターの多様化を試み始めた見 しか

し，その過打で生産される酋品は，農業セクターにあった需災に対して1--分な

供給を確保することができすにいた．]--．．業化を困難にしたのは，ソ辿が洵外か

らのローンや匝接投資を期待できなかったためで，国内の資金と輸出からの収

人に頑らさるを得なかったことである．そのような資企力や労働力の制阪の中，

政府は労働者に）姐往と＇［りいレベルの「社会主義的な認識と責任感」を求めた ．こ

うした政府の1） 1き締めは1930年代から戦争中の1940年代にかけて判に厳しく ，

叫＇i力の丈態や労働の質のチェックが撤底的に行われていた．

タシケントの元工場勤務の人物はこの時期の[J:J.)Jへの出勤状況について，次

のようにii/iっている．

あの時代は厳しかったけれと良い[|も代でもあった．背責任感を持って什

事をしていた．朝の5時にテクスタイル工場のヘルが鳴ると，皆は一斎に

什事に就しヽたものだ．

しかし，朝昂くに， しかも今のようにバスやタクシー，車などはなかっ

6) 謹しくは，SharllヽuldinovRT.. Qi必loqjbzJ11知si.dIOIII(){Ilasl沿nsl,,quloq/asl曲幼，SI偲 un,Tc1.-,hkcnt: : Sharq. 

2003参照．



42 

祈ししゾI・:ii［の象徴〇．）・-つであった、 タシケントの沿i市街のトラム

[1928り．タシケン ト．ペンソン1般影］

たので， 工場まで行く のは本当に大変だった．ただ， 1：リl)jの311守頃に l台の

トラムが走って1Ulり，それが人々を仕事場まで述んでいた． 自分たちか住ん

でしヽる地区の近くのイ4,；！..i|i場まで行き，そこからトラムに釆った．述l|，J.:―-l:：か襄
坊してトラムが来ない時は「タシトランス社（トラムを述営する会社：）」に

連絡をして，その事実を報告していた．そして， トラム述転士は1厳重‘注意と

いった処剖を受けた．なぜなら 1人の辿転士が襄坊して遅れてくると，特

がそれぞれの仕事場に胚刻するから処礼りを受けるのだ．つまり 1人のせい

で指行が迷惑するのである． （証百者No.4, ウズベク人，男性．， タシケント）

2. 集団化と一般国民

これらの政策は一般国民の牛活を直撃し， 1920年代から 1930年代にかけて牛

活水準の低ドをもたらした．それについては，次の部分でも述べるように， ‘Itt

れなしヽ農業活動や新しく作られた農場内での活動の効率の忠さが影岬した．経

験と知識の浅い人が農場や工場で働き始め，彼らか牛」｝代できる能力は高くなか

った． 1920年代になると，都市部において食料品は (l阪光制限の定める）ク ー

ポンやカート‘により販売された．それでも，食晶＼を開I}人するためには長い列に

並ばなければならなかった． 1929年には食Wれに加えて， i｝作業の外濱耐晶にもカー
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スターリンIIか代のI.“業化政策の＾環として，ウズベキスタンに

は多くのI刀．場が作られた．［スターリン叫念タシケント・テキス

タイル」．．場， 1950年， タシケント、ポルテル・l敵形］

ドが導人された．このような状況は」．．業化や集団化の実行における様々な諜氾

の現れであった．

2.1 受け入れられていた集団化

貧困｝，けの111には，集団化とそれにともなう共圃労慟とソビエ l、政杵の平等な

杜会建設への試みを崩向きに受けll今．めた人も少なくなかった．彼らは都巾祁0)

労働者の労働炭燒の改善と農村介ISにおける発）」しを呼びかけ，｛贔々な{l→’liに収り

糾んでしヽた．その仕事・には男1’化のみならず女↑生も 1月わっていたが， イスラーム

の教えにより，活伯りしにくい環炭にいた女性も多かったために，ロシア人やJ|.

ウズベク人の割合が高かったと］：［われる．こんな［lい］がある．

農民も都市の仕民も食べることに1ぷlっており，活動家の1:J：は郡巾からわざ

わざ農村に行き，農民に杖培する作物の利！を配布し，その況明をしてし、た．

ソビエ l、政杵に反対する勢力（バスマチ）に見つかって追いかけられ， illi
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【ストレルコフ晶念コルホーズの農民はノルマであった農作業を完 j’

した， 8J l l 3 11 l 

まりそうになった11かに，農民が1サをかくまってくれた． l:J：はロシア人である

にもかかわらずウズベク諮がとても上手だったので，農民に気に人られ何度

も助けてもらったという． 28, ロシア人，女竹：．，ナマンガン）

しかし，染lJ]化を受け入れた人も集団化の被礼'•にあっていた．以ドの例でも

町らかなように，・集団化を歓迎しアルテリ （農場）に日発的に参加しても，何

らかの手辿いが什こじてバスマチと1lil述えられ，集1Jl化の犠牡者になってしまう

こともあった．

如J1化が始まった時期，父は12煩の牛と 2煩の馬をJかってし、た．そして

白発的にアルテリ（後のコルホーズ）に人り，その後はずっとそこで働き紐

けた．

それにもかかわらず，父はソビエト政権から疑われ始めた．そして収淵

べの対象にされ，その間ブハラ I|iにあった家に待機させられた．彼はそのよ

うな扱いを受けて非常に怒っていた． l，1 分はアルテリのために'1-••や馬などす

べての財栢を提仇して働いたのに，疑われることは小判だと［張した．それ

でl(）1 | |｛il食べ物をllにすることを拒み抵抗したか，結屁それがい）土1で休を

壊して，そのまま亡くなってしまった．（畠I:1i^者No.1, ウス｀ベク人，男性，
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タシケント）

如升化の,1,身については，活動家が各地に派遣されるか，もしくは現地の活

動家に任されており ，彼らの判断により多くのことが決められていた． しかし，

彼らも集団化をどのように行えばその効率を贔められるかまではよく J;[IIf形（して

しヽ なかった．集1J1化の最前線に立った人たちはそれぞれの訓祈により，脱クラ

ーク化（脱クラーク化に l½J しては 2.2 を参！！せ）や と集団化の対象になる人を決めて

しヽた．

父は20年代に集団化政第の最前線に立ち、お令小'iちの人（クラーク）を

脱クラーク化していた．以伽，「とうやってお金杓ちかどうかを区別してい

たの？」と1iilくと，予を 10~]5闊l, i卜を5~6如飼っている家であれば1月

辿いなくそうだと言っていた．（i止苫者No.29, ロシア人，如生，コーカン

ド）

ソヒエ］、政楕の指導者の中にもソビエ l、政権の設立当初から誤った行動をし

た人がいたことを認める証言もあった．牡に，形成当初の赤軍はソビエ l、政杵

の政策を坪鮒していない者を多く受け人れたため，彼らが各地で行った政策は

ソピエト政権がめさ｀したものと逆のものとなり 鴫・集団化やソビエ l、政枠の叶圃

に沿ったものではなく，物と家畜の単純な抑収にすぎなかったという ．しかし，

ソビエト政楕のやり方を批判した政枠内の人の多くは弾）Lの対象になったり，ソ

ビエト政杵から敵とみなされ，次第に刑務所や労働キャンプに送られたりした．

．般の日民の 11線では，そのような対応はソビエ］、政樅が1:It票として立言した

ものと実際に実施した政策のI}｝］のギャソプを強調することになった71.

2.2 強制された脱クラーク化と集団化

集団化の過札＇の中で， 1月布化 ・ 国党化された資｝平の共同利）—l] が各地の農民の

7) その・一例が1、ウラル ・ルスクロフであり 、彼のソピエト政権成立後の赤軍に対する批1'りに1見lして
は， !¥bdul!aevR.ivl., J¥gzamkhodzhacv S.S., !¥limov J.J¥. 1io11estan v 11achale XX ve/10: ](istorn・; istokov 

11atsio11a/'11oi 11ezavisimosti, ・rashkent : Shark. 2000、特に 196頁参班
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社会的な地位．や経済）よ盤を強化すると考えられた．そのことから「許辿の仕仄

以I..」の牛活を送り，責的を打ってしヽる人に対し， ソビエト政権はJ農場への日

発的な参加 (’li.J);1:，責））［の白発的な寄付）をよびかけ，それに応じなしヽ場合

は）Jづくで集I'll化を1月始した．

その過杯は脱クラーク化とよばれていた．「クラーク」はロシア晶では日）札り

を虹味してしヽ る． ＇＇化命後の集団化の過｛間の l| lて，裕仙な人たちか1盾命家や賃

しし、I|：活を込っていた11|lしから「クラーク（」片り拳）」とよばれた怠l沐は，多くの

物をiがっているのに他人に何も設さないことからきている．「クラーク」とよばれ

た人のl|Iには，財）｝i’:．のIKI,}．、『化を逃れるためにパン，小文や命占＼などを家の庭に罪

めた人もし たヽ．そうし＼う人はソビエト政権からみて）又11qt心的であり， ソビエト政

杯は彼らの財）危を強詞的に杯1イi化し，強制労働のためにカフカス，シベリアや他

の過I吼な白然翡'l樟にあった労働キャンプに送った凡それが「脱クラーク化」で

ある． しかも，そのような扱いはその家放にまで及んだ．

さらに集団化の対象にならないようなわずかな財忙しか4がたない人に対し

ても悦金がかけられた91. 悦食が払えなければ財術を放東するしかなかった．

「脱クラーク化」ぱ家にあるものすべてに及んだと！îわれており，農場の活動に

役立つものとそうでないものの間にさほどの泣はなかった．ある証言によると，

I l l i'：^9 1ドロバなどはすべてコルホーズの1l4)附(|IS1位「化）にされた．

しかし，それでもまだ足りないかのように，例えば庭に木が1直えられてい

て，呆物がなるようであればそれにも税金がかけられた．さらに， 191分の家

で食物から訓をとったり，家畜をほふることができる人までが税念の対象に

なってしヽた．最後には，家族の煩を 1人， 2人と数えて，その人数分の税金

をとられた． （IIl［言者No.45, タジク人，男性，ブハラJI-I)

|njじ人がMl1りも「脱クラーク化」されたこともあった． lliil「脱クラーク化」

8) カスカス（こ送らオした人に1}）する咋ししヽ 研究（こつしヽ ては， Naim Kari Naim Karirnov. Tarihning hasratli sahi-

fa/ari. Toshkc11t: Sharq. 2006. 126-17!1 l'［参照． シベリアに送られた人につし＼ては、 Sharnsutdi nov 

R.’l‘.. K ; I ri m (）＼， N. l,.，Y u S l l l)（）V E. Y l l. Rep ress1 ・ • a, Ta s h l< Cl1 l : S h a rk, 2(）05参！！せ．
(）） :‘’: II Iしくは Sh,1111sutclinovRT.. Qishfoq砂hiyasi:zhamoa!ashtirish, qu!o(J{ashtirish, s11rg11n. Toshkcnt 
Sh;l叫、 2(）（）3参I應
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集［l|化を1足進させるため， ソピエト政枠は大If;,1i1，1:.ii閃施設の建設を，ii

訓し，多くの人々をその建設に動員した．

［フェルガナ大水路紐；生の1:，怒i!)アナウンス， 1939年］

された人が何かを 1地の中にJIじめ込んたり， I隠したりしたと疑われると，その

人が全l！オJ生を失うまで「脱クラーク化」は続けられた !Ill.

祖父は31且iも脱クラーク化された．家中の物を杓っていかれる）文に祖l:J

を励まし，またすべてを収り戻すことができるとなぐさめていたが， 3|りll:I

には相父か逮捕されてしまった．それから私たちと{|国は刑務所まで彼を

度々，•；）j ねた．

私は刑務所の人きな金）'屈のl"lを鎚えている．そのIートにii、II:)か入ることは

19,1されす， 1’・どもたちだけ人れてもらえた．そこにはとても広い庭があり、

相父がいて，私たちが彼の元へかけ省ると， 4包ぎ I．．げてくれた．そして別れ

際になると必す，祖父は私の卜 yピ（帽子）の下にそっとノートを人れた．

その1:1:iには相闘への手紙がはさまれていた．（；；l[言者No.9, ウズベク人，

男性，タシケント）

このような扱いに一般の人々は非常に似雑な感I青を抱いていた．これまてに

10) 詳細に1月しては， Shamヽ111.dinovR.T.. 0珈 /1isto11dasovetlanti11g qu/oq/ashtinsh siyosati va 1111i11g fo加ah

oqibatlari. Toshkent : Sharq. 2001参附
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も述べたように，集1JI化に対して多くの人は小満を持っており，反発も多かっ

た．特に長年農業に従’liし，あるオ閏度の成功を収めた人々は全！l4)危を1l,-1行化さ

れることに％然反対していた“ しかも，そのような人たちは「バイ（‘畠裕者）」，

「クラーク」と名付けられ，財硲がコルホーズの所イ［になっても彼らをコルホー

ズのメンバーに人れないなど，住んでいた地域から追い出されてしまうことも

多かった．

また，各地の肴如のJ悶民も含め，裕伽なlt活を送っていた人たちも怒ってい

た．彼らは各地で暴動を起こしたり、ソビエ l、政権の代表者にコルホーズを解

散させるように高えたりした．そうなるとコルホーズができた地域のII汀崖）jも

減ってしまい，その地域の仕人が食糧不足によって餓死することもあった．

しく形成された農場の多くは股場としての経験が浅い上に，これまで作っ

ていた野菜や呆物の代わりに綿花を作るように命じられた． ‘り時は次のような

歌もあった．「綿花！綿花！綿化！ 綿化以外になにも称えるな」 II)．都市部か

らの住民も綿花集仰に動員され，たまに綿化がわずかしか残っていない1:111に1」―

かされて，枯れたものまで拾わされることがあった区）．

その結隠地域の1主民がソビエ l、政権の代表者や活動家と戦い，ある地域で

はコルホーズを解散した次の日に，ソビエ l、政権がili*．部隊を送ってコルホーズ

のi所（散を熊効にしたケースもあった．コルホーズが結成された時に集められた

家畜などは，解散と宜言されたコルホーズから，いったん家に連れ戻されたが，

翌日にコルホーズに連れて行かれることもよくあった．このような間姐は完仝

な集団化が適］I]された地域では特に深刻であった．そうした地域では，すべて

の土地や家畜はコルホーズのものとして扱われ，その地域の人半の人がコルホ

ーズの従業員になっていた． このような柔軟I’'--tに欠けた政策は人々の不り翡をつ

のらせ，糾呆として暴動を1）1き起こすことになったが，そのほとんどは）」で担j

えつけられた．

また，家畜を集めたものの，その飢り）｛i9(［保ができずに，家畜がコルホーズ内

で夕じぬこともあり，特に厳しい時期には家畜を各農民に返し， コルホーズが餌

11) ウスベク晶で（よ "Pakhta. pakhta. pakhtadan boshqa narsani rnaqtama". 

12) Bakhtiiar Shakhnazarov. "Uzbeki Turtsii (chast'!!I) : Basmachi iii uchastniki natsiomtl' 

no-osvoboditel'nogo dvizhcniia". Ferghana.ru. IV!ay 29. 2008, (htt]）:／八vww.ferghana.ru/

叩 icle.php'?id=5725)参照．
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を確保できれば内びその家畜をコルホーズに戻した．ある人はそれを次のよう

に晶った．

私の家放は，父はl̂．場で働き， l:J:は悶民としヽう，ご＜―-般的な家庭だっ

た．集1Jl化が始まった11才，すべての家畜をコルホーズに集め，私たちのT：几

には何も残らず，牛活は非常に；りしくなった．私には10歳年［の姉がしヽ て，

l;J．は家’liができなしヽくらい長11て『間の過l1翡な労働を強し・ヽられていたので，彼久

が珍くのことをすべてしてくれた．

コルホーズは家畜）Ilの飢なんて｛確保していなかったので，私たちの家に

ってきた．それからはわずかながら小活が楽になった．（りl|..l-i者No

25, ウズベク人，女性，ナマンガン）

資栢家はこれまで得たものを失うことを恐れ，そのような変化に対しで1虹重な

姿勢をみせていた．最匈Jからソビエ 1、政権の政策を受け人れられなかった人もい

れば，途中から蛉Ihlできなくなり，政権に反対する立場に変わった人もいた．

その多くはソビエト政杵が褐げた目的と，その11[1位を迎成するための手段を

支すかすることができなかったからである．そのような人の中には，家族で1：地

を所イiしながらも，息子たちに分配せず一区圃として持っていたために過剥な

責術の持ち［にされてしまい，全所イ［地に日をつけられ集団化された人もいた．

さらに，そのIlt俯主のみならず家族全員の身分証明書に， 1且滑『主がソビエト政

1権に敵対的などえ力を拉三ているクラークであると 1リl出された．その一例は以

トのようなものである．

祖父は革命前に4,000ヘクタールの」ー・：地を買い， 革命が起こった時はその

［地を息子たちに分配せず持っていた．そのため彼はクラークとされてしま

った．財産はすべて収り上げられ，路．上での生活を余儀なくされた．家族の

平分は病気になって死んでしまったが，私の父はどうにか生き残った．

父はその地域から出たので，その後は1廿l}姐なく生活できたが，父の兄は

そこに残ってしまったために，かなり厳しい処置を受けた．彼にはパスポー

トも発行されず「身分i1［明也」と・iりかれた紙には「クラークの息f」,「あら
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ゆる枠利を取りじげる」と内いてあったそうだ・ (,ilI:, i名No.11．、ウズヘク

人、女‘1•1l ， タシケント）

それに対し人々は伽1人レベルて対応し， iり知の偽造まて，；．＼みた． I：1分たちが
強制された集1JI化の対象者であることを11立し、その政第の犠牡になることを免

れようとした．それは次のようなコミカルな場血まで！上み出したが，これは1,1

IIが『の礼会状況を如実に反映している．

父の兄はタシケントに来た時，身分，，Illリ間に苦かれた 「あらゆる枠利を

取り［げる」と 1n]し色のペンで最後の部分を［ない」と内き換えた．身分訓

明iItの記載は「し、かなる枡利もlIY..り上けなしヽ 」になった．

判均の混乱した状況ては，それを伶迅だと見破る人は誰もいなかったの

で，彼はタシケントで平凡に蒻らすことができた， （I証言者No.l l, ウズベ

ク人，女性， タシケント）

既かな農民や脱クラーク化された人の多くは自分たちの生活に加えて，住ん

でいた地域社会も支えており，多くの人から斗負りにされていた．確かに彼らの

中には，そのような経済力を利用して自分たちの社会的な立場を強化する人も

いたが，自分の家族のみならず周りの人の面倒をもみていた人も少なくなかっ

た．そうした人は近隣の人からも支持されていたのであるい）．

2.3 混乱のもとになった集団化

集団化に対する姿勢を決められなかった人も少なくなかった．彼らは集団化に

対しどのような姿勢をとったらよいのか，判IJ:）［するだけの情報を持っていなかっ

た．そもそも染団化が各農民の日‘常生活にとってどういう應味を持っているのか

を且11i附（していなかった．多くの農民は教育を受けておらず，彼らの＇情報源は同し

コミュニティ内に住んでいる近I所の人か，モスクの宗教指禅者や行政機関の役人

から1iflいだI＼り報が多く，ソビエト政権が集団化についてまとめたIIIJ・子を刊行して

1 3) Sh;llllゞutdinovi<.T.. Ka,・imov]¥’F. YuゞupovE. Yu. Repressiia. Tashkent : Sharl<. 2005にそのよ

うなエピソードが多く，記載されている．
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配布しても，それを誡める人はきわめて少なかった．さらに人から人へとあら

ゆる方1句に話が行き，それが・人歩きすることも少なくなかった．

滑桔ながらこんな話がある．集団化の意味を説明するために，ある村で会議

が間かれた．住民は集団化される財産とともに妻たちも共布化されるのかとl}｝］

いたという．こうしたことからも住民の多くは集III化の紅義と仕組みについて

わかっていなかったことが明らかである．次のような話もある．

私は大人になっていたけれど， まともな教育を受けておらず， 自分の周

りで何が起こっているのかわかっていなかった．ただ1i]．：日よIllに出かけて農作

業をしていただけだった． （丘l［言者No.49, タジク人，女‘It,ブノヽラ）

このようなI,i＼報の理仰（不足は紺i果的に枇乱を生み， ソビエト政権がどうしヽう

目的でその過1閉を辿めているのか，それが誰のために行われているのか誰も正

1附にはわかっていなかった．それは次のi訴からも 1リHi布である．

如J1化は困難を極めていた．私たちは自分たちの土地を勝手に取り上げ

られて，使われているという印象を受けた．

しばらくして，物事が少しずつ落ち牙靡き始め，皆が何となく状況に恨れ

てきた．新しい状況を完全に受け入れた人はいなかったと息うけれど，あき

らめた人はコルホーズのために働き， 家族をiもい始めた． （証言者No.47, 

ウズベク人， 男性，ブハラ）

2.4 集団化から逃げた人の運命

ソビエト政権に立ち向かった人々はいくつかの名称でよぱれていた．もっと

も多く使われたのは，バスマチ（ウズベク語で強盗，泥枠）やコルボシ（部隊

長）である．彼らは特に集団化に反発していた．なぜなら，彼らの中には裕輻

な人が多く，集団化の過程で財廂，家畜や土地を失った人が多かったからであ

る．その過程に反対した人やそう思われた人，またはソビエト政権に敵意を持

っていると息われた人々は強制的にシベリア，ロシアの他の地域やウクライナ

に送られ，強制労働などをさせられた．
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ある ―よると，ウクライナに込られた人々は綿化牧枯を命しられたがウ

クライナの炭炭や人候は綿化栽J：乳に向しヽ てし なヽし、ためとても，’り労したとしヽ う ．な

かには綿化放培に成功した人もいたがそれても中央アジアと比ぺて気汁，＇［か低

いため綿化の質には1!il:，性があった． ソビエ）、政杵もウクライナでの綿化枚培は

林1り'，i1であると，忍めさるを得なかった．

ソピエト政権に対する恐怖から，多くの人が逃亡する）1クで別のIJclに移り住んだ

ト11. iな移11：先はアフガニスタンだった．アフガニスタンにはウズベク人， ト

ルクメン人が多数1しんでし、たため， ソビエ l、政枠ドの Iド央アジア地域からアフ

ガニスタンをめざして逃げようとした人は少なくなかった．判Il,lj，アフガニス

タンに移り1i：んだ人の五l卜はによると，彼らは現地の人々から「象）iトルキスタン

人」とよぱれていたという．アフガニスタン以外にもカシュガルやイランに多

くの人が移り仕んだ．

斗i|1_『のデータに，プハラ・アミールrn1（現代のウスベキスタン南部とタジキ

スタン西部地域）の人llは，1917年の 1.374.685人から 1926年には831.180人ま

で減少した，とある日i.tなJII!lllとして，ソヒエト政枠ドでの4訊を拒み，ア

フガニスタンや他囚への流出が挙げられる ！（”. ウズベキスタンのスルハンダリ

ャ什11祖l内からアム川を設って，アフガニスタンに移ったllt、}|｝は4)］4,000，人「l

にして20万6,000人である 16).

ltオ）i(:を放梨した人はアフガニスタンやI-1―1111（ムスリムか多く1主むカシュガル

など）に逃亡をはかった 171．彼らは国炭を1こIIllに行き来できなかったため，彼

らの助けになっていたのは仲介業者だった．彼らはロシア人と取引をしたり，口

14）アフガニスタンとパキスタンに移 IJti：んだ人のI.tit1につし、てぱ． Shalinヽky.)¥udreyC.. Long Years 
ofl幻le:Central Asi(/11 Re}i,gees i11 Afghの1isla11and Pak応tan,Lanham-New York-London : Univ（うrsiry
l)，（国 or!¥rne,・ica. 199,1参！l(1．11l央アジアからトルコヘの移什者につし、ては令 A.AImt Andic;lll 
Turkestan Stmggle Abroad: From Jadidism to h!dependence, Sota Press. 2007参I！札．ソヒエ 1、政杵0)
逃し行に対する政第については，Panin.S.B.. "Sovetskaia cmignitsionnaiil i reemigralヽionn;ii;ipoli-
tika v S,・叫 I（う1，＼心 (2(］-30-cgg XX v) ,• Vos(（lk (OI ICIlヽl.2003. 6. 12-20 i'↓参照．中央アシアか
らムスリム叫l 、Iへの移il•O)概観として，小松久リ）「＇ I ' 央アジアのム／ヽージル」 ．i匂治美i1. （船 r,1, ~£ • 
北アフリカのディアスポラj(j}t，りグロー／ヽ ル・ディアスポラ 3)Iり14i,1}！，凡2010年． 102-125貞．
15)データに関して， 99̀fしくは， BakhriiarShakhnazaruv. "Uzbeki Tunsii (dias'Ill) : Basnrnchi iii 
IIL haヽ1nikinatヽio11al'110-usvoboditcl'nogodvizhenii;i". Fergh;ina.ru. May 29. 2008. (htip:// 

w w w. f c: rgha 11a.n,/art ic I e. ph p'Ii d =5725)参！！：::..
lり）以上に述ぺてLヽ るアフガニスタン以外にサウジアラピアにし命した人々 もいなその，請Illについて
は，Baki.13,1)＇ ram，℃（•：ntral ふian Refugeeヽ inSaudi i¥r;ibia : Religiouヽ Evolutionand Contribut-

i11g to 1he lleislamiz;i1ion of Their.¥-Io1her!a11d." R(がgeeSurvey伽aterly_26 (2). 2007.12-21貞参II凡
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シア人のために通訳を勤めたりした現地の人であり，国境を辿法に越えようと

する人を了助けしていた．その代fiiとして，彼らはl人況たりロシア通貨の lO

ルーブリを受け収ってしヽたという もある．興味深いことに，そのような仲

介役はソビエト政権やそれに反対するバスマチ述動のメンバーとも収iJIしてお

り， どちらの味方でもなかった．彼らのtな1」的は，ソビエト政権やバスマチ

両方から利益を得ることであった．

仲介業者を介してソビエト側の国樟驚伽隊から非公式の記「lI」を1翡ていても，逃

亡を試みた人は1’--l)Jでl司炭を渡らなければならなかった．ある』I内 によると，

私たちは） 1| ｝怜に近付き，川を渡るために1|:•III「から船を作 り始めた．その

ため， l2煩分もの牛の,'|＼：にl―1で空気を吹き込んで膨らませた．その作業に

はまる l|二iかかった．

船ができた ら女性や子どもとii:i物を乗せ，その船を馬の尻尾に結び川を

設らせた．私たちは水に人り，船の端っこを手で持ち川の反対側まで泳い

だ．］0～ l5分くらしヽで対作にたどり]‘ffしヽた時， 1｝|J]厄警備隊に殺されるので

はないかとしヽう恐怖と寒さでi哀えが止まらなかった (AbdukhamidKochar 

氏の証言） 18)． 

アフガニスタン側に渡ると，アフガニスタンの1月燒警備隊に保設されて， Ill」“

に住むことができた．アフガン政府・は彼らをムハージル（移民）として屈住地

をりえた．逃亡者のiil［言によると，アフガニスタンの上］f布邪とうまく交渉すれ

ば，移民であってもアフガニスタンのパスポートを手に入れることができ，よ

り生活のしやすいトルコなど他の地域へ移ることも可能だったという l!J).

17) ソピエト政権からアフガニスタンに逃亡したプハラ人に関するデータについては．Penat.i.Beatnce. 

'The reconquest of East Bukhara : the stn1ggle against the R1smachi as a prelude to Sovieliz,ition." 

Central Asian Survey, 26 (4). 2007, 588貞参照．

」8) ソビエト政杵からアフガニスタンとその後にトルコに逃亡したAbdukhamidKochar氏の証言か

らのi)1) ij. ,；予しくは． BakhtiiarShakhnazarov. "Uzbeki Turtsii (chast・ Ul) : Bas1m1chi iii uchast-
niki narsional'no-osvobodi叫 nogodvizheniia (トルコのウズベク人（第n]部）： Iくスマチかそれと

も民族ifJ1.l/:i..i匝動の参加者なのか）＂． Ferghana.ru. May 29. 2008. (http://www.ferghana.ru/artic-

le.ph p ?jd =5725)参照．

19)アフガニスタンに設った人たちの政策に1y」しては．A 1¥hat /¥ndican. Turkestan Struggle Abroad 
From jadidism to Inde/m1dencc. Sota Press. 2007.特’(こ］5 l -1 9(）貞参照．
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ロシアで脱クラーク化にあい，＇ド央アジアのウズベキスタンに逃げたという

人から請を11rlいた．彼とその家肱は，後に庄活を建て[Iりすことかできたか，艮

く恐怖に怯えて1|：活していたという．

農民であった父と 1:}の間には 3人のj’・ どもかいて，私はその3人[Iだ．

]930年代に住んでいたバシキリアのある村で， 7イド牛の時に家放が脱クラー

ク化された．父は逮捕されてモスクワに迅られ，私たち家放もシベリアに送

られそうになったが，何とか免れて1サが」＼で私たち3人の兄弟を育てた．

少しして父と他の3人の受刑者はモスクワの刑務所から逃亡し，ウズベ

キスタンヘ逃げることになり，私たちも付いていった．父はまず，ウズベキ

スタンのコーカント‘1liに来て現地のl_：場に就職した．従兄弟がタシケントの

出版社に勤めていたこともあり，私たちはタシケントに 1） 1っ越した．その

後，アンデイジャンl|iのアンサンブルで踊りをしていた視戚がいたので，そ

0)人の近くに移り

その説戚は私の姉の l人を連れてフルンゼ（現在のビシケク）にリl越し，

私はそのままアンディジャン市に残り教育者投成学校に人学した．私が学校

と，アンディジャン市周辺の村にあった学校の校長か来て，私は

その村に連れて行かれた．そこで私は日話の先生になった．

家族はアンデイジャン市に落ち沿き，家やロバ，ロバ巾を貸tった．父は

そのロバ車にアンデイジャンで買った）服などを柏み込み，近くの村で別のも

のに交換して，それをアンデイジャン市の市場で尤っていた．それが戦II守1:j:1

に父がしていた仕事であり，家族の生活を文えていた．（i証言者No.3l，ロ

シア人，女It, アンディジャン）

このように集団化を逃れようとし，ウズベキスタンからアフガニスタンに

逃げていく人もいれば，ロシアからウズベキスタンに逃げてくる人もいた．ア

フガニスタンに逃げた人々は商元などをして生活していた．彼らの多くはアフ

ガニスタンでの生活に満足できず， トルコやイランといった国々に移住して，そ

こでウズベク人コミュニティを作り忍げらしていた．ロシアからウズベキスタン

に逃げてきた人々はロシアで脱クラーク化政策によって権利を収り上げられた
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ことやクラークとされたことを 1隠し，ぶ）iしい身分で生活した． しかし，彼らは

I I々・Itえていた．訛かに身分を知られるとI'［ひ処：：・ijを受けたり，丸別されたり，

最忠の場介はりiii）卜の対象にされる IIj能ti.が非常に閥かったからである．

3. スターリン時代の弾圧

3.1 弾圧の目的と実態

このII-!j代の弾圧のもう つの閥徴は，ソビニ 1、政杵に』＜立って抵抗したり，）人

対息想を持っていると疑われた人と，その家族や親戚にまで及んたことだ，

'りii[i_．．は1叶家レベルでソビエト政杵の政策として行われだますその対象にな

ったのは，政杯に反対したり脱クラーク化されたりして，労働キャンプから逃

Lして地元に戻り）又ソビエト的な活動を続けた人たちである．さらに，脱クラ

ーク化を逃れた人でそのl!i]}信を隠し，反ソビエ l、政権活動を行っているか， ま

たは支援した人もソビエト政枠からィ~1言 の I」でみられた叫それらに加えて，

刑務所に一定の訓川人っていた人も滸｛［的にソビエ l、政枠に恨みを持っている

"l能I・I「があるとされ， 1；ii)王の対象になっていた．ソビエ）、政権に反対して政治

的な活動を行っていた人は犯罪者や泥枠と同じように危険だと扱われ， 1；iii)fの

対象とされた．

その対象は口つのクループに分けられた．第一グループはソビエト政枠にも

っとも敵対的であり，梢極的に活動している人である彼らは逮捕されると知

期間にトロイカ (3人の裁判宜と検察了i）によって故かれ，処刑された．第―.. 

グループには第•クループと比べると史生の可能性が高い人々が人り，労働キ

ャンプに送られた 311.

刑務所に入る期間は8年から 10年と定められていた．各グループには逮捕す

べき人数（ノルマのようなもの）が狩察庁から迎逹されていた．それを参考に，

警察は様々な活動を通してソビエ l、政権に敵対的とされた人を探し速抽してい

った．

20) このような状況はウズペキスタンのみならず‘ノ辿各地でみられた．ロシアにおける集団化とりiil工
につし、ては SheilaFiizpalrick. Stalin's Peasants: Resistauce and Survivia/ in the Russian Village 

after Col/ectivizatio11. New York: Oxford University Press. 1994参照
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これらの人々の11ji)とはトロイカという， ’li実1..，検寮宜と1lllじ1’I」|[）「をする3人

の奴1'|『l'［により卜.され，その処分はすみやかに執行された．それに対する1り審

やがll|il|lし立てをすることはIIiされなかった． トロイカは容疑者の晶をほとん

と1皿祝し，検察官が収虚lべの帖呆として作成したLji.9|lilf應収叫含成に柏るとしヽ う

力的‘|'l」It)［の裁判であった． トロイカの枠限として，第＾．クループに人れられた

人を第•グループの犯罪者として扱うことも挙げられる． トロイカの審即の糸青

果， 'l'I」伏が求刑より屯くなることかあっても軽くなることはなかった．

刊決が，îしヽ渡された人の名罰が竹成されると，それは共附党の執行祁に殺さ

れた．近年，スターリンが弾圧政策を伯扱指唸し，対象者の名節に11を迎して

し、たことをII正明する責料も出てきている立）．

は， まず糾｝ •グループと給．ーログループの対象者を特定するための期間

か設けられた．給•グループにあたる者を迅抽して， lij徒な限り 1、l，［い時間で令

員の身｝じを判明し，彼らの贋乳をトロイカに迭検することが義務付けられた．そ

の後， l｝監視されていた第ニグループにあたる者が逮抽される．そして詞じよう

にトロイカに位刹！ （と身枡j) が送られることになっていた．第―二＾グループから

労働キャンプに送られる者は，シベリアや他の環炭が厳しい地域で労働キャン

プ建設のために慟くことになる．さらに警察）『には重労働の必災があり，労働

者が足りない地域の共忙党文部や自治休に呼びかけ，必災があればそのような

地域にも第ニグループの巾から人を送っていた．

逮抽後の収調べに 1月しても具休的な規足が存在した．容疑者が収翡室に人る

と，収調べを始める前に政府宛の謝罪文を書かせて，｝又ソビエト活動を行って

きたこと，それに対する謝罪，警察と協力してその罪を1買いたいといったl}、J容

を明記させる．

謝卯文が翡かれるまでは収調べをせず，佐くまで2~3|lかかったとしても

彼を収訓：l，.桑から部屋に戻さず，襄させないことが定められていた．そのため，収

1J,ilべは2,3人1本訓で交杵して行われていた．規定では｝厨がともとれる11凡凋ベカ

21) その註糸1111こ閃しては， ShamsutclinovE.T.. l<arimov !¥.]:.. Yusupov E. Yu. Repressiia. Tashkent 

Shark. 2005. 2011-2 l 6貞参照．

22) この訓：，；は他のIIII:,；や文内からも裏付けることがてきる．例えば． ShamsutclinovR.'f.. Karnnov 
N.F.. Y usupov E. Yu. Re/Jressii(1，Tashkenr: Shark. 2005. 204-216[、、［参照．
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法も指導されており，例えば容疑者を椅子に真っ直ぐに座らせて謝罪文を書く

まで姿勢を変えさせないことや，食事を与えないことが盛り込まれている．謝

罪文を書き，取調べに煎向きに応じるようであれば，食事を与え少し休ませて

から続けるように規定されていた．そのような形で取調べの記録を警察官が作

り，あらゆる手段を）11いて容疑者にサインさせた．

取調べの準備や執行段階では，対象者について細かい情報が収集された．生

年月［I,職業やこれまでの経歴のみならず，家族の名徳， 15歳以上と以下に分

けた子どもの名縛．， 15歳以上の子どもであれば，ソビエト政権への姿勢や考え

力についてまで報告された．また，必災とされれば弾圧対象になった人の妻の

逮捕にも跨み切った．対象者と離妍していたとしても，ソビエト政権に敵対的

で元夫の活動に関係していると判断されると逮捕された．奸：娠中や重い病気を

息っている妻は逮捕の延期を言い渡され，出産や病気の治療が済むと逮捕され

た．妻に夫の反ソビエト的な活動を報告させるため，警察と協力した妻に限っ

ては逮捕が免除された23)• 

逮捕にともない家宅捜索が行われることになっており，見つかった金品，反

ソビエト的な資料，個人情報を含む書類などは判l収される．それらに加え，容

疑者名義の財産はすべて判l収された．例外として年をとった両親には，わずか

に必要な1主居部分と服が残された．妻や子どもは連行され，妻は刑務所に，子

どもは特別施設に人れられた．

ソビエト政権に敵対的な姿勢をみせた未成年者や未成年者犯罪と疑われた子

どもは，未成年者用の労働キャンプで働かされた．労働キャンプに送られた人

の早期釈放に関しても制限があった．最初はよく働き更生したど判断された元

受刑者を釈放し，重要な都市（モスクワ， ミンスク，キエフ， トビリシなど）や

国境周辺地帯以外の地域に住まわせることが決められた． しかし， しだいに釈

放される受刑者が増えたことから，この政策についてスターリンによる修正が

求められた．

23) これらの概要については， ShamsutdinovR.T.. Karimov N.F.. Yusupov E.Yu. Repressiia, Tashkent 

shark. 2005.を参照．
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スターリンはキャンプでの労働者が減ることを危恨し， i帷決すべき紆済謀姐

か未i,Jが決のままで夕父されてしまうという懸念をホした．そこで，そのような受

刑者を青1訓卜釈放しても，キャンプ地に1rll甘労働名として什まわせ， ＇）1き紬き

キャンプで働かせる ことを捉家した．そして，スターリンは彼らのやる気を砂

楊させるために，牡に1髪れた労働者には勲猷を！li的し，キャンプ地て1）Iき紬き

働いてもらう ことなどを1此家 した．それに加えて，労働キャンプの近くに村な

どを竹り 元受）刊省の家放を什まわせることで，彼らを より 底く働かせる）菜塙を

竹る ことを悦索した．

3.2 反対者の弾圧と恐怖感

ソ連を構成する民放の中で民放t義者や反ソビエ ト支小『者と疑われた知識人

は1)欣しい'；ij(J「を受けた．彼らの発口や内・いた文，1:の一つでも危険と仰（釈されれ
ば，処刑にいたることも珍し くなかった．これはソヒエト政権がこれまでに巡

めてきた政第をあらゆる手段を辿して成功させるということを国民に）、Ilらしめ，

逆ら う者に対して妥協はしないという 姿勢の現れであった川）．

20年代後半からコ ルホーズ化が始まり，］頭の、［馬があれば，中刷階級の

農民としてみられた最初の頃はコルホーズ化政後に対して反発した人もい

たがその後ソビエト政枠はそうした中心人物を粛泊する政策を1}｝l始した．

特に，ウズベク囚民の知識人が被害を受けた．例えは， アフ ドソラ ・カーデ

ィリー，フィトラト，ファイズッラ ・ホジャエフなどである．

例えば，アブドノラ・カーディリーは 『オビド ・ケトモンjとし、う杓占

の中で何らかの（政治的な）「ミス」を犯し，それがもとで・iiりされた．私

の父は（作家の）チョルパンと刑務所で同じ部屋に人れられ， しばらくの間

糾にいた．数ヶ月後に父は1!！［事釈放されたけれど，チョルパンは処刑され

てしまった．（訓詞者 No.l, ウズベク人，男性， タシケント）

知識人以外にも弾圧の対象になった人はいた．外国に留学した経験がある人

24) 例えば集lヽ．1|化に逆らう人が小ii)tされ． ）糾/tj労働に送られた一（りllにつし、てぱ NaimKanmov 

Tarill/Ji11g /,asratli sahifr,/ari, Toshkent: Sha,-q. 200G. 12G-J74 l]参照．
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もスパイと疑われて厳しい収調べを受けた後、処刑されることが多かった．

エンジニアだった父は国費情学／卜としてドイツ情学から）兄ってきた．人

学の会議でドイツの機械や技札り力がしヽかにすばらしし＼か讃えるように清して

しまった．そうしたら，大学からだけでなく，秘密弩察からも疑われるよう

になった． ドイツとの1見l係が1l増しに、＇悲化するにつれ 、父に対する疑しヽは深

まり，とうとう逮捕されてしまった．

刑務所では技術閃連の1l:＇liをして， —孤定の期間が過ぎると釈放されたが，

父の兄は仄ってこなかったという．そして， もう 一人の視戚も父と11illlかに逮

捕され，行）j小田のままである 23) ．（IIII•••Ii者No.12, ウズベク人，女性タ

シケント）

このように， ソビエ l、政権にとって脅威とみなされた人物や民放に対して繰

り返し弾）E．が行われたm)．ii‘{iたる；1.l[拠のない人までが，この時期多放姿を梢し，

いまだに剛llはわからないままである．

私は］2か13歳だった． IIhj視が働いていた［場にはとても優しくて働き者

のI_．．場長がいたと 1ii•] いている．

彼は労働環炭だけでなく私たちの仕まいにまで気を配ってくれていた．あ

る日，彼の姿が忽然と泊えた．彼がどこに行ったのか誰もわからなかった．

探そうとした人もいたが， 1．．（国家機関もしくは秘密警察と息われるとこ

ろ）から彼を探さないように1［われた．彼に何があったのかは今もわからな

しヽ ままだ． （証日者No.33, タタール人，女1•生，アンディジャン）

このような厳しいりii)王の中でも，人々はあらゆる手段を講じて対応しようと

していた．例えば，身内の者が迅il|i され）［•IJ務所に人れられた場合でも，親戚が

25) このifll,；は他の，，J]：l :ゃ内類からも裏付けることができる．例えば． ShamsutdinovRT.. K,mmov 
N.F.. Yusupov E. Yu. Re/;ressiia. Tashkent : Shark. 2005. 78-79. 84-85頁参照．

26) 別i肛にあった人の名祁と州iill：の実体を描しヽたものとしては． Sh;1msutdinovRT.. Jstiqlol yolida 

shahid hetganlar. Toshkent : Sharq. 2001カゞ夜）る．
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刑務所の1月係者と父甚し， 1^月的に家に帰すことかできたとしヽう IIl|̂1]もある．

祖父が逮捕されると，私の父視は判務所の人に相父を仮l卜1~2|l.｛f|！ilでも

家に')、11}すよう11lil人的に交渉して， 了鮒を得ることができた．

祖父が）碕って来ると， して少しの間家放と活をして， lリlけ）j近く

になると待っていた［監視人とともに刑務所に婦る．そんなことが1l)．． 1-l紐い

た．（il|••• I-］者No.21, ロシア人，女性，サマルカント）

現在，スターリン110)'代のりii)1 .. ^ に^対する批1'|lが多く Ill・]かれるが，その立任は，，i［

にあるのか1Ll民の間でしヽまだに多くの議畠がある．スターリンの指導のもとに

行われたことではあるが，彼ば[態をよく把桐してぉら土りりり口い急合じj:行

したのは彼の部ドで秘密竺察長官のベリアだと 1［う人も少なくなし＼．

ある瓜恥スターリンも狐牲者の一人だと考える人は，弾圧の被‘,ifにあった

グループの11 lにもしヽ る．

父親の兄は1939年から 1942年まで刑務）りiに人っていて，釈放されてから

今もなお「私を刑務所に人れたのは；；i［なのか，そんなことはわからないけれ

どスターリンでないことだけは確かだ」と言い張ってきた．そして，いつも

スターリンのことを杓敬を込めて話していた．（］il|:．fi者No.9, ウズベク人，

男刊•••， タシケント）

このような詰は，やはりスターリンに対するイメージと弾｝l:．という行為の間

に矛盾があったことに起囚する．多くの人は指導者であるスターリンを信じて

おり，たとえ彼が弾｝［を命じたとしても，それを実行に移したベリアの力によ

りJ.[[1化があると考える．それにはいくつかの』Ill由があり，その一つはソ辿時代

のプロパガンダである．もともとスターリンには資廂もほとんどなく， ll|iは一

沿しかなかったといわれ' -般国民と詞等の牛活を送り， 1ifiみや苫しみを分か

ち合っていたとされる．

よく知られている例として，スターリンの息子が第―二次IIt界大戦巾にドイツ

、1ドにh|]まり， スターリンのもとにソ連‘［ドに{l|iわれてしヽたドイツ ‘1ドのIil合官との
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交換話が持ち込まれた．その際，スターリンは1:1分の息子をただの一lてとし

て扱しヽ， ソ連 il-i：は兵 ＿1.ーと司令官は交挽~しなしヽと 1リ J ri した． これはスターリンの

I,1已犠牡の例として翡くげ1'価され，ソヒエト政府のプロパガンダの一環として

もよく使われた．他にも，第二次IIt昇大戦での人勝利や国のIり仕をスターリン

のおかげとみる人も少なくない．そうしたことから，スターリンとhi/1．を糾び

付けたくなし~ ヽ人が放多くいるのである．

3.3 民族の強制移住

このIIか代は民族集IIIも大きな被寓を受けた． ソ辿のり）」［ii(：人， ドイツ人， クリ

ミア・タタール人やユダヤ人などはスターリンの民放政策により，ソ辿の日椅

周辺や戦略的に重災な地域に住み，ソビエト政権に対する忠，滅心が弱いとの則

山で））；(f:「地からシベリアや巾央アシアに強制的に移住させられた 27)．彼らは

1940'代前半には列I.|l：などで中央アジアに移動させられ，その途中で多くの人

が亡くなった．彼らが送られた場所は環燒が地<,I'.1分たちで求を仕てたり，荒

れた畑を耕したりして生活する環槌を整えなければならなかった．

移1主させられた人の訓言によると，生活環椅はよくなかったが，地元のイド民

が助けてくれたという．

私のl吐は1944年5月頃にクリミアからウズベキスタンに送られた．月に

は9人の兄弟姉妹がいたが，風邪を'j|し＼たり，衣べるものがなくなったり

したために移動中に亡くなった．到沿した11;¥には，私の母と向親たけになっ

てし~ ヽた．

.!:Jと両視はキタープという地域のパランダ村にイ［まわされたが，付から

一歩も出ることを許されていなかった．移ti屯後，両親はすぐに亡くなり，母

は一・人になってしまった．彼女の最初の仕事は木を倒すことで， しばらくし

て農楊に就職した．

当時はウズペク人の仕．活も決して班かではなく，一房のプトウを分けて

27) この政策をl:'JI！が（系の小例てj所（成した，9年以としては，MichaelGelb. .. An Early Soviet Ethn,c 

Dcponation: The Far-Eastern Koreans... Russian Review. Vol. 54, No.'.l (Jul.. 1995). 38S)-412貞参IIH
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政べたIr.＼期もあったが，ウスペク人の多くか身のIIIlりのことを手（云ってくれ

て，友好的であったことを肌で感したという ．

li］は学校で7年も勉強したので教育を受けた人として扱われ，彼女は孤

児院に就職し直し，そこで教師をしていな （クリミア・タタール人の）父

もきちんと教育を受けた人だったので教l9:IIiとして学校で働いだ母と父が就

戦してからは苫しい4•活から脱け出すことができた．私は母が勤める学校を

卒業して， 医学的門学校に進み，兄もタシケント ―l―．科大学を卒業することが

できた．

あの頃の私たちの崩！いは「 日 ー—• 日を生き延びる」ことだっ た．「今 I」も

何とか｛！I[事に終わった」と1ULIィ友になると息っていた．（証言者No.18, タ

タール人，女性， タシケント）

このような証言から，移住させられた人とその地域にすでに定ftしていた人

との間の対立が，ウズベキスタンではあまりみられなかったことがわかるか）．

その狸山としていくつかのことが考えられるが， とりわけ中央アジア的な価仙

観や，困っている人に手助けをすることを1(（：奨するイスラーム教の教え，文化

などが影響したとみられる．

さらに，別の人の証言も強制移住当時の苦しみを物語っている．

私の友人にクリミア ・タタール人がいた．彼は小さい頃にウズベキスタ

ンに連れて来られた彼の話によると，ある場所まで列車で連ばれて，何も

ないステップ地幣で降りるよ うに命じられ，砂淡のど良ん中に残されたとい

う．誰かの助けがないと確実に死ぬ巡命だった．

沖いにも辿くに村があり，その村の長老たちが彼らを見つけて，代表者

を寄こしてくれた．どのような民族で何をしに来たのかを聞いてきたとい

う．ウズベク人の村だったために， タタール人とは言菓が通したこともあ

り．長老は同じムスリムである彼らを快く自分たちの利に受け入れたとい

28)ロシアにおける；；jHIil移住政策の対象となった人と移tl：先に定仕していた人との間の対立などの一
fりIJli.Terry Manin.’'「heOrigins of Soviet Ethnic Cleansing". 711ejournal of Modem I-Iist01y 
Vol 70. No. 4 (Dec.. 1998). SJ:l-861 l勺．，牛i1こ8281':ci｛こある，
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う．口こつの民放が共行しはじめたおかげで、その後も多くのタタール人が死

から逃れることかできた．（証言者N(）． 9，ウズベク人．男性． タシケント）

このようにソビエト政怖は1言粕できない民放集団を牡記し， ml培周辺や戦略的

に重要とされる地域から，牛活炭悦が厳しく労働者不足の地域に送り込んだが11.

彼らは{Jiしい地域では農場や様々な地方機捌で働いた．移仕政政の対象となら

なかった人も， 1'1]家に対して忠誠心を疑われる行J,,りをすると次の乱l：汀のように

移住各せられた．

私たちはクリミア・タタール人だ．父の家））久令員かクリミアて4まれ育

った．私はウズベキスタンて生まれたが私たちがウズヘキスタンに移り什：

んだ則lllは父が軍人時代に失態を犯したからだ．そのため，ウズベキスタン

のザンギオタ郡に監視人として送られたのてある．

彼は1936年にサンギオタからロシア人が1880年代に建設したセルデヨン

カ村に移動になり，そこはペガバートから 15キロの距離にあった． 53年に

ょうやく父への刑崩は不当なものとされ，父の名脊は回復されたが，父はそ

のままウスベキスタンに住み紬けた．彼はコルホーズなどで働き， トラクタ

ーや他の機械の整iiihl：になった．

私たちが大人になると姉の］人は， タシケントに戦争中に移されたレニ

ングラート航空大学に人学し，戦後そこを卒業した．彼女はその後，ロシア

で勤めて，今は80歳だ． 2人の姉はサマルカンド大学の歴史学科を卒業し

てクリミアに）火り，そこで牛活している．そして，私はそのままウスベキス

タンに残った．こうして私の家族はロシアにもウクライナにもウズベキスタ

ンにも仕んでいるので，離ればなれになってしまったがそれがわれわれの

述命だと思っている．（証言者No.5, タタール人，男性， タシケント）

29) 例えば．］944年だけでウズヘキスタン1月内に 15]．424人のクリミア・タタール人が送られてきた

と記録されており，当時の民族強制移住政策の規梃を物，i｛iつている，データに1月しては． Alimova

D../¥. ed., Mustabid加zu1111199lg0zbekisto11 191illりboi/i/i/arinita/ash siyosati : Tarih shohidligi va saboqlan 
Tosbkent : Sharq, 2000, 牡に93-95頁参照．
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4. スターリン時代と社会の現状

スターリンのリーダーシップは政治や経済（農業と 1̂．業）の分野において発

押されていく．それが｝農業の集団化や反対勢）Jへの弾圧という l吐民を苦しめる

結米をまねいたが，その反面，―l.〗業化のような見るべき成朱をあげたこともあ

った．いずれも人々の生活に多大な影評をサえ，それは彼 らの考え方や人牛に

対する姿勢にまで及び，人間閃係までも変えることとなった．なかでも，スタ

ーリンII,｝代の11t+11を反映するものとして品t忍に鮒闘jなのは，舒済的なI木1!）＇：iiとそ

の1木憧iiに負けることなく人々がリ）Jけあったこと，そして経済の安定にともなっ

て姿を現した社会の現代化である．

4.1 スターリン時代の経済状況と人々の生活

経済政第の面では，集団化と］．．．業化が進められ，十地やl_-．場の国行化と @I‘聾

化がその政策の中心となった．当II店を認えている人によると，この時：期，牛き

延びることだけが11ll ： 一 の 1~11票であり，丘ii.：もが1、□1々 どのように緑らすかを貞剣に

考えていた．

祖母は当時，農民チームの一員としで）：Illで働いていた．コ シ・コゾン（共

詞釜）という制度があって，―一つの農民チームでl11中働いていた．その

間に畑の横のテント（ダラシポン）では共同釜と言われる大きな鈴’,iで食事が

作られていた． j渦の中身は，ほんの少しの野菜を訓で炒めただけのもので，

それに水を混ぜてかさを増やしていた．あまり）蒻味しいものではなかったと

耕lいている．

l I-lの仕事を終えると皆がそのテントに集まり，その日の労働賃としてひ

しゃ<l杯分の鍋の料即が1月じられた．そして， もっとも良く慟いた人には

儲’,i0)底を紙める権利かりえられた．まずスプーンで残った料則をかき集めて

ひしゃくに人れ，わずかに底にたまった汁を紙めるというものだった．祖月

はひしゃ<l杯分は家に持ち帰って子・どもたちに食べさせて，自分は一所

懸命慟き，禍の底を紙める権利を得て，それで食事を済ましていた．

J:IIIでの労働だけでなく，カナル（大型水路）などか作られたII：.『も同じよ
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農作業の合llllに股菜チームが昼食をとる姿．［ポズ郡．ウルクカ

ル，；出念ソフホーズの）It錠風屈． J97 .1 年． プ／ ヽラ J•I•I 1 ウスマノフ11立

彩l

うな支払い）j怯だった．当llふ トラクターなどはなくすべて手作業だった．

そのため，人々はケットマン（：上をj1ij！るシ ャベルのような道具）を使い，イllf

キロも続く水路を作っていた．こうした皆の枯• •杯の労働がなければ，建設

や経済間題の解決は小IIj能だった． （訊1：計者No疇 32, ウズベク人，男‘『t，ア

ンデイジャン）

こうした経済間題は不健全な政治状況によってさらに他化の—•迩をたどる．状

況が深刻化するなか政治的な弾圧もしきりに行われ，且l|：言のように一般の人々

の間に恐怖が広がった．

この時代（初頭）にはとにかく飩べる物かなかった．皆はパンを買うお

金がなく，何も手に人れられなくて外で餓死する人もいた． とても1菱れた人

が次々に処刑されていき，とにかく怖かった．（証言者No.37, ウズベク

人，女性， タシケント）



66 

農民の生活水州が1．．がり始め．給料が定期的に罠竹業の場でよ払

われるようになった．［チナズlil;，キーロフ晶念コルホーズの公，i|

貞打者であるアデイロフが農民のウスマノフに給判を手設してし、

之）1：；[ fー． 1959イド、 スルJ ンヽダリヤ． キム撮彩］

集団化の間題は，農村と都市部における食祝不足を1）lき起こし， ［業化をも

厨難：にした． 1935年まで状況は忠化し続けた． 1935年からはパンや麺類に1叶lす

るカード販尤が廃止された．さらに， 1936年・には残りの商，砧の販尤制限が廃止

され，配給制度に変わった．その後も兵晶の販光制限は導人されるが， きっか

けとなったのは1941年の第-次軋界大戦であった．戦後に設晶の配布制度が緩

利lされ，直］，＼の価格が下がり始めると，それが1叶民の将来に対する白伯となり，

政府•に対するイ外情を利l らげることになった．

向視はスターリンのおかげで／1―.^．活が11にlIに良くなっていったと感じ， i！fi

敬してし、た． lずに1吐が況んだのは， 1／j.：年3月にある物価の値卜げだ．特それま

で物を買わずに我慢して，値ドげの時期が来たら色々な物をどっと買い込んで

いたとしヽう．だんだんIt泊がよくなってし‘ったので，人々の期待に1k隊機関は

1•分）、ぶえていたことになる．（iil|：言者'No. 21, ロシア人，女性，サマルカンド）
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より効字の此jしヽ 農作業のために作業の機械化が勧め
られ． J悶業椴械の展ぷ会がしばしば間かれるように
なった．［農業機械の展ぷ会， 5月， l929年、サマ
ルカンド］

このように賛否両論ある中で，最近になって人々は当時の出来事を冷伯tな11

でみられるようになった．スターリンII.『代の集団化や弾圧を艮くないこととり、ll

りつつも，その時代には社会に解決すべき諜題が多く，それらを解決するため

にスターリンの政第があったと名えるのである．彼らは，政第そのものは失敗

だったが，スターリンは決して悲怠があってそれを巡めていたわけではないと

ぢえている．

私は親から1ii-jいた話しか知らないけれど，当時はお金持ちの人から［地

や他の財栢を取り上げ，コルホーズに人れていたと1ii]いている．，馬やロハ，

家畜までも（お金持ちの人から）取り」：げることで初めてコルホーズができ

上がった．貧しい人々の生活を支えるためにも，そのような政策がとられた

のだと息う．

あの時代の政策にはそれなりの板拠があり，私は批判するつもりはない
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女性の仕会復帰のために．ソピエ）、政 1·在は女•l"I：教育を促進し，多く

の女骨に教介の機会をりえた．［ペンソン搬影l

が，まだ牛まれていなくて本堺に良かったと息っている．

ウズベク人，男性，ナマンガン）

No. 22, 

4.2 社会の現代化と人々の動揺

従来，ウズベキスタン社会はイスラーム伯仰が強く，そのために異教位のロ

シア人に対する姿勢は村直なものであった．それには ‘~i'j:政ロシアの1龍民地政策

のイメージも 1月連しており，人々ば1‘if政ロシアの総督やロシアから来たがI：命家，

ロシアで教育を受けたのちウズベキスタンで共栢党とともに活動している現地

人に対しても， •定の距離をとって按していた．

社公改，＇化や労働者と農民の I:t活水準の向上をうたった共］崖党員のスローガン

は彼らにとって魅力的だったものの，それにともなう変化を恐れる人も少なく

なかった．例えば，女性の社会迎出を支持していても，それがどのような

をもたらすのか小明なために，‘|真爪な姿勢をみせる人もいた．

政府の指令が発令され，女性がブルカ（女l化が外に出た時にi煩と休）iリを隠

すためのIjli)を着）Ilしないことが命じられた． しかし，それは咋されないこと

だと反対していた人ももちろんいた．そんな中で，ある11ブルカを脱いだ女ft

が殺される’ji件があった． 25, ウズベク人，男‘Ì/1:．，ナマンガン）
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［フ・-ルカの女‘VI,l934年、アンティシャン，ペンソン1般影］

このように女性の中にも積極的に社会巡出を試みた人もいたが，保守的な名

え方をするモスクIil係者や， l又ソビエト集lJIや女性の社会巡出に反対する人の

-，恨復を恐れてブルカを拾てず，伝統的な生活を送る女性も少なくなかった．

また，ソビエト政権に反発する卯由の＾つにロシアi翡の強災があった．ロシ

ア謂を使うことは政杵に味方することを蜘味すると考えられた．

ある［北言者によると，子どもが学校で胄ってきたロシア話の限沿を家で使う

と， l:J：親がすぐに1□1を洗うように命じたという．異教飩もしくは無‘ぶ教のロシ

ア人が11古す言晶は子どものIlを約すと考えられた．

ソビエ l、政権は教育の爪炭性を両えたが，これまで伝統的なイスラーム教介

しか受けてこなかった人はこの言晶政策をなかなか受け人れなかった． 1920年

代にソビエト政杵が誕生してからは多くのモスクが閉鎮され，ー［どもに対する

教育はモスクではなくが教から独立した教脊機Ill・学校で行うようになった．そ

のため，子どもを学校に行かせることすら拒否する人もいた．

そして，人々を混乱させたのが政治の動向である．ほとんどの人は政治につ

いてまった＜且lli附［しておらず，その変化についていけずにいた．ある時期には

特定の政策が共廂党や政府・により煎視され宣伝されたが，比蚊的短い間にそれ

が正反対のものに変わっていった．政治家や国民的な英雄として椋敬されてい

た活動家たちも次々と弾圧にあい，「人民の敵」にされた．それが， 1．EI民のソピ

工 l、政枠に対する況乱を／じみ出していた．次の1il|:-[iは学校におけるそのような
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状況を物請っている．

私が小学校4-｛ド生の時，歴史の教科占には政治家やウズベク人活動家の

‘Jj真がたくさんあったが，ある 11先生から別の紙（もしくはレーニンなど別

の人物の写具） を貼って彼らを隠すように言われた．彼らが人民の敵とされ

るようになったからだ紙を！lliつてI¥應しているfもいた． （証言者No.9, 

ウズベク人，男収t，タシケント）

これらの1i例からも，スターリン 11寺代が国民からどれほど熱い支持を受けて

いたか， また力てで，し、かに矛盾の多い11が代であったかとしヽうことが明らかで

ある．

まとめ

スターリンがソ連の:;-i：：内．導権を握った時期において，ウズベキスタ ンの社会内

には非常に複雑な伏況が生まれた． ソビエト政権は， 自分たちの戦いの対象は

労働者や農民を搾収してきた裕福な人たちであると強調してきたが，その基部

は曖味であり，最終的にソビエ l、政権に反対する者全員に対して厳しい姿勢で

桜していた． ソビエト政権を批判した人は犯リ札者として扱われ，個人のみなら

ずその家族までが劣悪な環橙のシベリアに強制労働のために送られた．その多

くは移送途中に抱気や寒さで亡くなり， シベリアでの強制労働から生きて帰っ

た人はそれはど多くない．

革命以前の中央ア ジアにおいて，統治制度や社会の格差に不計翡を持っていた

人は多く，彼らはi'化命を歓迎し， 1こ,ご-1ら共産主義や社会主，義の埋念を訴えた．彼

らの中には共廂党員になり，各地を1nlり，共産主義や社会主義建設の重要性を

訴えた人もいた．祈しい社会建設は魅）J的なスローガンであり，労働者のみな

らず農民や知識人もそのよびかけに応えた．彼らにとって，それは単に祈しい

社会構築だけでなく，これまでの柚民地状況から脱却し，独自のアイデンティ

ティと社会の発展のための機会でもあった．

しかし，当然のように，それに反対する人も少なくなかった．結果として革



第2灯‘［スターリン時代におけるソピエト化と、般国民の生活 ヵ

命とその後の共窮主義・ネt会．主義建設は杜会的な亀裂を生み出し，ウズベキス

タンの社公をソビエ l、政椛支オが者と共廂主義・礼会主義を担否する人に分1祈し

てしまった．

このようなスターリン時代におけるウズベキスタン国内の状況は，ソ連時代

とソ連時代以降では異なる形でi贔かれた． ソ連時代の）胚史学は， この時期のウ

ズベキスタンをはじめとするソビエト社会は統一されており，国民の）［例I'、Iり多

数はソビエト政権を支持したとj翡＜．それに対し，ソ連lj}］壊以降に翡かれたウ

ズベキスタンの原史では，この時期に多くの人がソビエト政権に反対し，戦い

を拡大したことを主伽する．

しかしながら，以上のことからもわかるように多くの鳴悶国民はそのよう

な状況ドにおいて，ソビエト政権が高えてきた経済発殷と 般^IEI民の生話水準

の目標を文持しながらも，脱家教やこの地域の新たな植民地化に反対しており，

ソビエト政権と反ソビエ l、政権の両勢力の主張に，それぞれ親近感を感じてい

た．この他にも，議諭を起こした女‘VIffj{（放連動のような矛盾の多い諜阻に対し

ても戸惑いを持っていた．彼らにとって，この時期はそのような希望と失望，そ

して混乱の時期であったのである．


	第2章-37
	第2章-38
	第2章-39
	第2章-40
	第2章-41
	第2章-42
	第2章-43
	第2章-44
	第2章-45
	第2章-46
	第2章-47
	第2章-48
	第2章-49
	第2章-50
	第2章-51
	第2章-52
	第2章-53
	第2章-54
	第2章-55
	第2章-57
	第2章-58
	第2章-59
	第2章-60
	第2章-61
	第2章-62
	第2章-63
	第2章-64
	第2章-65
	第2章-66
	第2章-67
	第2章-68
	第2章-69
	第2章-70
	第2章-71



